
 

                                      2013 年 7 月号 

平成 25 年度年間テーマ 『自分達で築こう新しい釧路』 
 

■ 平成 25 年 7 月 例会報告 【第三部会担当例会】  
題  目  『津波が来たらここに逃げろ！』～そして、津波に強い街づくり～ 

開催日時  平成 25 年 7 月 18 日（木曜日） 午後 6 時 30 分～ 

開催場所  釧路キャッスルホテル   

出 席 者  第一部会 8 名 第二部会 10 名 第三部会 10 名 第四部会 6 名 

      合計出席者数 34 名（全 46 名）  出席率 73.91％ 

 

 
 

 

■■■■■■■■■■ 例会報告 ■■■■■■■■■■ 

 

■ 会長挨拶■ 
皆さん、お晩でございます。今年度も半年を過ぎ、折り返しの時期となり、現執行部も皆さんのご協力で

ここまでやって来れました事に、お礼申し上げます。さて、私事になりますが、７月１２日から１４日まで

の釧路まつり「厳島神社の夏祭り、みこし渡御」におきましては、たくさんの方々のご協力のもと事故なく

無事終わりました事に厚くお礼申し上げます。心配しておりました雨マークが週初めに出ておりましたが、

週中を過ぎる頃より雨マークが消え、神輿渡御の当日は好天に恵まれ無事終了しました。 

今回の例会は第三部会の手作り例会です。知恵を絞った実のある例会と聞いております。何回も集まり、

港町であるがゆえの津波被害が宿命です。年間テーマと関連することを頭に入れながら、皆さんもメモを取

るなどして、まさかの事を考えて、日々の生活に生かしていただきたいと思います。 

 

■例会内容■        

 『津波が来たらここに逃げろ！』～そして、津波に強い街づくり～ 

 例会では、第三部会の杉本眞美部会長より、本例会の趣旨説明が行われ、農・水産業をテーマとして【自

分達で築こう新しい釧路】について、発表して頂きました。 

① 昆布森漁業協同組合サケ定置網漁業部会副部会長・須藤様 

今年の春先に、根付(ｱﾌﾞﾗｺ・ｶﾚｲ・ｶｼﾞｶ)が今までの漁場とは違う場所で異常に取れ、漁師の長年の勘

で何かが起こるのでは、例えば、3.11 の津波で海底の地形が変わった？魚の本能で何かが起こる前に、

子孫を残す為に産卵を早めた？理由がわからないだけに不安です。漁港も多くの被害を受けました。 

② 浜中農業協同組合組合長・石橋様 

200 戸ある酪農家は大丈夫だが海岸地域から避難してくる人達の受け入れをどうするかを話し合って

車での移動のルールを作り、消防、町内会と連携を進めています。躊躇する事なく行動し、まず生き

る、生きていれば会え、復興もできます。津波警報がでたら牛舎から牛を出し、危険を察知して逃げ

るとの事です。危機管理は最も大切ですが農業、水産もまず生きると言う事が前提です。 

③ 第一部(部会員発表) 

会員が一市民として事前の予備知識を持たないで、突然地震と津波が来たら、とっさにどこに自宅と

職場から逃げるケースを避難経路の映像を見ながら発表し、釧路市防災危機官吏監佐々木様にゲーム

感覚で○・×の判定をしてもらいました。 



④ 第二部(釧路市防災危機管理監 佐々木 信裕様) 

『自然災害から身を守るために』 

1) 釧路を襲った過去の大地震 

1894 年 3 月 22 日根室南東沖(Ｍ7.9)震度 5  1952 年 3 月 4 日十勝沖  (Ｍ8.2)震度 5 

1968 年 5 月 16 日十勝沖  (Ｍ7.9)震度 4  1993 年 1 月 15 日釧路沖地震(Ｍ7.8)震度 6 

1994 年 10 月 4 日北海道東方沖(Ｍ8.1)震度 6 2003 年 9 月 26 日十勝沖  (Ｍ8.0)震度 5 強 

大地震(震度 6 以上)で発生する被害 

・地盤変動(液状化、沈下・隆起、土砂崩れ) ・津波の来襲(東日本大震災). 

・地震動による建物被害(阪神淡路大震災)  ・社会機能の障害(福祉、医療、教育分野) 

・ﾗｲﾌﾗｲﾝの機能障害(電気、ｶﾞｽ、上下水道、情報通信、燃料等)  ・火災の発生、延焼(関東大震災) 

2) 釧路の主な津波防災対策 

1.津波避難計画の策定 

 ・大津波の浸水区域に住む 12 万人の避難計画。 

 ・徒歩避難を原則とした(車避難は限定的)。 

 ・徒歩避難可能距離を 1 ㎞として避難施設を配置。 

2.津波ハザードマップの作成 

 ・大津波警報(巨大)と津波警報(高い)に対応した 2 種類の津波ハザードマップを作製。 

3.災害情報伝達手段の多様化 

 ・ＦＭコミュニティラジオ局(fm くしろ)による地元災害情報の迅速な伝達。 

3) 津波災害から身を守るために 

1. 強い地震や弱い長い揺れを感じたら、津波が来ると考え、避難の準備を始める。 

2. 津波の有無はテレビなどで確認し、決して自己判断はしない。 

3. 川や海には絶対近づかない。 

4. 「より遠く」より「より高い」所へ避難する。 

5. 普段から避難路や避難場所を確認し、家族の集合場所や連絡方法を話し合う。 

4) まとめ(新たな防災の仕組みづくり) 

自助・・市民が自らを守るための行動・・・・・(3 分) 

共助・・地域住民や企業が助け合う行動・・・・(3 時間) 

公助・・国や地方地自体の行動・・・・・・・・(3 日間) 

  講演後、質疑応答では、吉田会員より質問がありました。第三部会並びに佐々木様には、スライドや資      

  料等を使い、楽しく、とてもわかりやすくご講演して頂きました。 

 
 

 ■部会活動報告■ 

第一部会       無            第二部会 7/23 ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ ７名  

第三部会   7/18 もりや 10 名      第四部会 7/19 ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ  9 名 

■■ 事務局連絡 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

   ※吉川会員の会社が変わりました。  会社名：白糠生コン株式会社 

                       住所 ：白糠郡白糠町西庶路西3条北1丁目1番 

                       電話 ：01547-5-2211 Fax：01547-5-2318 
１．やむなく例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。 

 ２．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。 

   ３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。 

   ４.例会に於いては必ず会員バッジを付けてください。 

   ５.メールによる会報発送にご協力下さい。 

   ６．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。 

         どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/ 

http://www.marukoo.com/as/


 

釧路あすなろクラブ 

8月例会のご案内 
 

  ７月例会は、第三部会の担当例会で、『自分達で築こう新しい釧路』をキーワードにて発表して頂きま

した。 

   ８月例会は『ボウリングと懇親会』になっております。釧路パレスボウルにてボウリングの後に霧の

ビール園にて懇親会で会員相互の交流を深めましょう。 

・・・・・ 8月例会 ・・・・・ 
 

■ 例会内容■ 執行部担当例会   

           題目 『親睦ボウリング大会』 

       

■ 開催場所■ 釧路パレスボウル・霧のビール園(Moo) 
 

■日  時■   平成 25 年 8 月 24 日（土曜日） 

        ※集合時間   午後 5 時 40 分 

         ボウリング  午後 6 時～    

         懇親会    午後 7 時 30 分～(予) 
 

■出欠連絡■  締め切り  8 月 19 日（月） 必着 
  ★出欠の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いいたします 
 

 

氏名           
 

8 月例会(ボウリングと懇親会)  出席  ・  欠席 

懇親会のみ  出席  ・  欠席 
★当日はパレスボウルより懇親会(霧のビール園)には徒歩で移動します。 

★会員の方は釧路パレスボウルに集合(午後 5時 40分)してください。 

★懇親会のみの参加もＯＫです。 

★お酒が出ますので飲酒される方は、お車でのお越しをご遠慮ください。 
 

■ 各部会長のＦＡＸ番号■ 

一部会 安代久仁  36-7892   二部会 前田俊明 24-9538 

三部会 杉本眞美  92-5259   四部会 岩田義雄 65-9731 

会報のメール配信をしております。メール配信をご希望される方は PDF 形式に

てメール配信をいたしますので事務局次長 久保 までメールをください 

皆様のご協力よろしくお願い致します 

久保ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ【 kuboban@ark.ocn.ne.jp 】 携帯 090-5076-0511 


